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るから、言葉の力に驚くことはもとより、著者の表現能力に敬服せざるをえない。また、
著者が指摘した、ベルクソンと常識的態度とのあいださながら、言葉とうごめく思考とが、
あるところでは案外近いところにありうるという、意外な距離の近さ
、、、、、、、、
を思い知ることがで
き、これは哲学にとってよい兆候だと思われる。 
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